
２型糖尿病 535件 (44.8%)

妊娠中の糖尿病 63件 (5.3%)

甲状腺機能低下症 51件 (4.3%)

１型糖尿病 33件 (2.8%)

副腎腫瘍（原発性アルドステロン症を除く） 
24件 (2.0%)

その他 104件 (8.7%)

甲状腺炎 49件 (4.1%)

甲状腺中毒症［甲状腺機能亢進症］ 100件 (8.4%)
非中毒性甲状腺腫 150件 (12.6%)

二次性糖尿病 36件 (3.0%)
リポタンパク代謝障害及びその他の
脂血症 48件 (4.0%)
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　糖尿病・内分泌内科

1．概要
　当科の診療内容は、糖尿病と各種内分泌・代謝疾患である。日本糖尿病療養指導士15人他の協力で、
糖尿病教育入院の他、療養指導外来、フットケア外来、糖尿病透析予防指導外来を設置している。通常
のインスリンポンプ療法（CSII）に加え、SAP（Sensor-Augmented Pump）療法（持続皮下グルコー
スモニター付きCSII）を行っている。低グルコースでインスリン注入が自動停止する新機種も導入され、
低血糖の回避に役立っている。2週間連続で血糖値を記録できる個人用のFlash Glucose Monitoringの
利用者も増加している。
　日本糖尿病協会の支部として友の会があり、11月の全国糖尿病週間に合わせて例年通り講演会を行っ
た。また院内での啓発活動として、アトリウムでのミニ糖尿病教室とポイントラリー形式の参加型展示
も行った。
　各種内分泌疾患に対しては各種負荷試験、画像診断を元に正確な診断を行い、一般外科、泌尿器科、
移植外科、脳神経外科、放射線科などとの密接な連携の元に治療を行っている。放射線科には原発性ア
ルドステロン症に対する選択的副腎静脈サンプリングも依頼している。
　人事面では3月に奥地剛之医長が退職し、12月より七原佳洋医師が加入した。

（部長　山守　育雄）

２．新規登録疾患
総数：1,193件
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疾患名 主となるICD10病名 件数（件） ICD10

２型糖尿病
２型糖尿病 416 E11
２型糖尿病，多発合併症を伴うもの 40 E117

非中毒性甲状腺腫
非中毒性甲状腺腫，詳細不明 126 E049
非中毒性多結節性甲状腺腫 14 E042

甲状腺中毒症［甲状腺機能亢進症］
びまん性甲状腺腫を伴う甲状腺中毒症 80 E050
甲状腺中毒症，詳細不明 17 E059

妊娠中の糖尿病 妊娠中に発生した糖尿病 57 O244

甲状腺機能低下症 甲状腺機能低下症，詳細不明 51 E039

甲状腺炎 自己免疫性甲状腺炎 44 E063

リポタンパク代謝障害及び…
その他の脂血症 高脂血症，詳細不明 44 E785

二次性糖尿病 その他の明示された糖尿病 32 E13

１型糖尿病 １型糖尿病 15 E10

副腎腫瘍（原発性アルドステ
ロン症を除く） 内分泌腺の性状不詳又は不明の新生物，副腎 20 D441

３．活動報告
（1）患者状況
　　　年間外来患者数	 19,351人	 年間外来新患者数	 1,082人
　　　年間入院患者数	 3,136人		 年間入院新患者数	  255人



－ 32 －

(2)研究会開催
第32回東海糖尿病治療研究会糖尿病患者教育担当者セミナー

代　表　　　　山守育雄
実行委員長　　内田一豊(診療技術局)
副実行委員長　山口三恵子(看護局)
事務局長　　　手嶋充善(診療技術局)
特別講演1題　シンポジウム1題　糖尿病劇場1題　分科会37演題
2018年9月2日　8時50分～ 16時30分
愛知産業労働センター・ウインクあいち
参加者　669名
　名古屋大学大学院医学研究科糖尿病・内分泌内科学講座の関連施設を中心に、1987年より毎年、持
ち回りで開催されているメディカルスタッフのための研修会である。東三河では1992年の第6回を旧
国立豊橋病院が主管して以来、26年ぶりの主管であった。
　加藤岳人院長の開会の辞に続き、6会場37演題(当院看護師の1題を含む)による分科会、東京都健康
長寿医療センター　荒木厚内科統括部長による特別講演「認知症やADL低下を考慮した高齢者糖尿
病の療養指導と治療」(座長　山守育雄)、杢野医院　杢野武彦院長、ゆたか調剤薬局　佐々木豊管理
薬剤師、春日井市民病院　鈴木香里糖尿病看護認定看護師、新城市在宅医療サポートセンター　前沢
弘代看護師の4人のシンポジストによるシンポジウム「高齢糖尿病患者を地域で支えるためには」(座
長　金田成康、山口三恵子)、名古屋大学大学院医学系研究科地域医療教育学寄附講座・総合診療科
　岡崎研太郎講師をファシリテーターとした糖尿病劇場「『雷蔵、薬がなくなる』の巻」が行われた。
　14人の当院職員による実行委員会(代表：山守育雄、実行委員長：内田一豊、副実行委員長：山口
三恵子、事務局長：手嶋充善、実行委員：石原礼子、金田成康、河合希始、京極多見、榊原沙知、成
瀬透、橋本雅子、濱田智博、村山智子、山本晃士)を中心に、医局、診療技術局、看護局、薬局、事
務局から総勢52人の当院職員が当日の運営にあたり、滞りなく終了した。なお、本会は日本糖尿病療
養指導士認定機構の「日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修会」に認定され、日本糖尿病療養
指導士240人に更新単位(6時間で2単位)が認められた。



学会発表（医局）
＜糖尿病・内分泌内科＞
No. 演題名 区分 氏名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 演者

区分

1 低栄養に伴う低血糖を契機にたこつぼ型
心筋症、急性心不全を発症した1例 筆頭演者 奧地 剛之 第234回日本内科学

会東海地方会 名古屋市 2018/2/11

2
持続皮下インスリン注入療法によりイン
スリンアレルギーおよび血糖コントロー
ルの顕著な改善を認めた一例

筆頭演者 萩本　 繁 第91回日本内分泌学
会学術総会 宮崎市 2018/4/27

3 持続型インスリンの休薬でも夜間低血糖
をみとめた劇症1型糖尿病の1例 筆頭演者 山守 育雄 第92回日本内分泌学

会学術総会 名古屋市 2018/9/22

4 異所性PTH産生が疑われる後腹膜巨大
横紋筋肉腫の1例 筆頭演者 山守 育雄 第28回臨床内分泌代

謝Update 福岡市 2018/11/2

5 細胞診で亜急性甲状腺炎が疑われたアミ
ロイド甲状腺腫の1例 筆頭演者 山守 育雄 第61回日本甲状腺学

会学術集会 川越市 2018/11/24



研究会発表（医局）
＜糖尿病・内分泌内科＞
No. 演題名 区分 氏名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 演者

区分

1 DKD阻止のために何ができるか（基幹病
院の視点から） 筆頭演者 山守 育雄 STOP!DKD!Core  

Member Meeting 豊橋市 2018/12/17



座長・司会（医局）
＜糖尿病・内分泌内科＞
No. 座長・司会 演題名 氏名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 演者

区分

1 座長
I131内用療法抵抗性の甲状腺がんについ
て
甲状腺がん治療における分子標的治療薬
の位置づけについて

山守 育雄
LENVIMA  甲状腺
がんクリニカルカン
ファレンスセミナー

豊橋市 2018/3/15

2 座長 原発性副甲状腺機能亢進症の病態と内科
的治療 山守 育雄 糖尿病・内分泌セミ

ナーin MIKAWA 安城市 2018/7/19

3 座長
特別講演
認知症やADL低下を考慮した高齢者糖尿
病の療養指導と治療

山守 育雄
第32回東海糖尿病治
療研究会 糖尿病患者
教育担当者セミナー

名古屋市 2018/9/2

4 座長 シンポジウム
高齢糖尿病患者を地域で支えるためには 金田 成康

第32回東海糖尿病治
療研究会 糖尿病患者
教育担当者セミナー

名古屋市 2018/9/2

5 座長 エビデンスに基づいた糖尿病治療～
SGLT2阻害剤の位置づけを含めて 山守 育雄 第92回日本糖尿病学

会中部地方会 名古屋市 2018/9/22

6 座長 自律神経障害としての糖尿病性「胃」症
糖尿病性末梢性神経障害の臨床像と治療 山守 育雄 東三学術講演会 豊橋市 2018/10/31

7 座長
甲状腺がん新ガイドラインに向けた当院
での放射性ヨウ素内用療法の取り組み
甲状腺がん治療における分子標的治療薬
の使用経験と導入のタイミングについて

山守 育雄
LENVIMA  甲状腺
がんクリニカルカン
ファレンスセミナー

豊橋市 2018/12/11



講演（医局）
＜糖尿病・内分泌内科＞
No. 演題名 演者名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 演者

区分

1 山守 育雄 健康講座 豊橋市 2018/1/30
2 あなたの知らない糖尿病の話 山守 育雄 第10回フットケアフェスティバル 豊橋市 2018/2/12
3 糖尿病治療 最近の話題 山守 育雄 糖尿病患者会講演会 豊橋市 2018/11/16

病院職員こそ健康になろう!-生活習慣を見直す-



論文・著書（医局）
＜糖尿病・内分泌内科＞
No. 題名 区分 氏名 著書名 演者

区分

1 痛みを伴う甲状腺炎はどのように診断し治療します
か? 共同著者 山守 育雄

こんな時どうすれば!?内分泌・脂
質・尿酸コンサルタント. 2018, 
p.169-p.173.




